


Ⅰ FE 消化ガス利用マイクロガスタービンシステム 

消化ガス発電 は 、 下水処理場での 消費エネルギ 一の約 3 割が回収可能といわれており ，下水道事業に 

おける 創 エネルギーフロセスとして 注目されています。 し ト姉では、 比較的消化ガス 発生量が少ない 処理場 

にあ いても． 消ィヒ ガス発電を実現するために 維持管理性に 優れた消化ガス 利用マイクロガスタービンシステ 

ムをラインナップしました。 

■コンパクト & パワフルの秘密 

マイクロガスターピン 発電機は、 コンフレッサ ー、 

燃焼室， タ一 ピン、 発生器、 発電機からなる 

シンフル な 構造です。 最大 gH,ooorolpm の 超 

高速で回転する 回転軸はエアーベアリンバ ( 特 

許 ) の 利用により潤滑油は 不要です。 更に 、 ガ 

スターピンへの 吸気を利用して 発出機を冷却し 

ているため、 冷却水も不要です。 この潤滑油 

システムも冷却 水 システムも不要にした 画期的 

な 構造と高機能再生器の 採用が．これだけコン 

パクトな 3OkW の 発 四機を実現させました。 
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システムの特長 

安 @ した 珊 pe 維持Ⅰ理が 9 拐です。 
ぬ 

潤滑油も冷却水も 使用しないため、 オイル交換等㏄ 

不純物を含む 消化ガスに対しても 安定した運転 か 可能 メンテナンスが 不要です。 また、 ユニット構造のた 杖 

 
 

「ⅠⅡ 4  ト ネオ - % 妨 車で 

  気 軸受の 転 数を実現し   

Ⅱ聖化されたにもかかわ 交換し います。 ( 再生ヴィクル また、 ガスターヒン ) らす高い発電効率を 、 熱効率を上げています。 排気力 スと 吸気カスを 実現 瑚 臣タ 八 。 
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環境性能に便れます。 コージェネレーションが 
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チ、 ジタ Ⅰ け Ⅰ ワ 一 也東出力 
コントローラー 

(DPC) 

コミュニケーション 及 び コントロール 

十 
ユーザ一 
インターフェース 

●デジタルパワーコントローラーがマイクロタービン 発 Ⅰ 機 全体を統合制御 

●デジタル 制 何による高品ⅠⅠ 力 

Ⅰディスプレイ・ユーザーインターフェースによる 人に伍しい 苗単 操作 

  

■マイクロガスターピンシステム 適用フロー ( 例 ) 

妬 汚泥 
" 膿 。 
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l ガス :   

    

集靭杉 消化タンク 

[ タイナミキサ - Ⅰ ァ Ⅱ 

  

実証実験設備   ""   茉 

Ⅹ吸気空気温度 lS でにおける 伯 




